
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

３月の安全目標 

安全生活の反省をしよう 

鉾田市立大洋中学校 

保健室 

令和５年 3月１日 

日 

 

３月の保健目標 

健康生活の反省をしよう 

いよいよ 3 月になりました。みなさんにとってこの１年はどんな年でしたか。それぞれこの１年

間でたくさんのことを経験し、学び、感じて成長してきたことと思います。 

3年生はいよいよ県立高校受検です。帰宅後の手洗い・うがいを忘れずに、睡眠をしっかりとり、

体調を整えて実力が十分に発揮できるようにしましょう。１、２年生もまとめの月となります。１年

を振り返り、次の学年に向けてのスタートが切れるよう、準備を始めましょう。 
＊ 毎月の保健だよりは、生徒のみなさん、保護者の皆さまそれぞれお読みいただければと思います。 

マスク着用の考え方について（R5.3.13以降） 
厚生労働省は、令和５年３月１３日以降、マスクの着用を「個人の主体的な選択を尊重し、着用は個人

の判断に委ねること」としています。なお、学校におけるマスク着用の見直しは、令和５年 4月 1日から

適用としています。また、高齢者など重症化リスクの高い方への感染を防ぐため以下の場合には、マスクの

着用を推奨しています。 
 

①医療機関を受診する時 

②高齢者など重症化リスクの高い方が多く入院・生活する医療機関や高齢者施設などへ訪問する時 

③通勤ラッシュ時など、混雑した電車やバス（＊）に乗車する時（当面の取扱） 

（＊）概ね全員の着席が可能であるもの（新幹線、通勤ライナー、高速バス、貸切バス等）を除く。 
 

マスクの着用が見直しをされても、新型コロナウイルスの感染力や病原性が変わるわけではありません。

引き続き、朝の健康観察や検温、手洗いうがい、換気などの基本的な感染症対策をお願いします。また、か

ぜ症状がある人、新型コロナウイルス感染症の検査で陽性となった人、同居する家族に陽性となった人が

いる場合は、周囲の方に感染を広げないために、外出を控え、やむを得えず外出する時には、人混みは避

け、マスクの着用をお願いします。なお、地域や学校における新型コロナウイルス感染症やインフルエンザ

の感染状況等に応じて、マスク着用を促すこともあります。その際はご協力をよろしくお願いします。 

現在、むし歯の治療が済んでいない生徒の人数は

20名で、むし歯治療率は 41.1％です。 

むし歯は自然に治りません。早めに治療を済ま

せ、新年度の準備をしてください。 
「あたりまえ」とは、そうあるべきこと（＝当然）や、ありふれていること（＝普通）という意味。一方「ありがとう」は、

めったにない・珍しいことを意味する「有り難い」からできた言葉で、感謝の気持ちを表します。 

3月 9日は「サンキュー」の日。やってもらって「あたりまえ」ではなく、「いつもありがとう」と伝えられるといいですね。 

 を  
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裏面は「生命の授業（１年生）」特集です。ご覧ください。 



 

２月９日（木）に、鉾田市健康増進課の保健師さんを講師として、１年生を対象とした「かけがえのない生命」の授業を行いました。生命の誕生のしくみについて正しく理解し、その素晴らしさや尊さを感

じることができました。さらに、誕生時のお話を聞くことで、自分がこれまでたくさんの人たちに支えられて生きていることを知り、家族への感謝の気持ち、周りの人たちへの思いやりをもつことができまし

た。自分自身を見つめ直すことで自分の生活や生き方についてしっかり考えることができたようです。 

授業の内容 

○生命の始まり（受精、胎児の成長、出産について）    ○赤ちゃん抱っこ体験 

○インタビューカード（出産のときの様子や願い）朗読    ○DVD鑑賞   ○まとめ 
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生まれてきてよかった
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命の大切さがよくわかる

生まれてきたことは当たり前ではなく、奇跡だと

いうことが心に残りました。これからは、自分や他

人を大切にしていきたいです。 

お子さんの誕生時のインタビューへのご協力、ありがとうございました 

赤ちゃんも産道を通り抜ける力があること、産ま

れた瞬間に肺の袋を膨らませて肺呼吸に切り替え

る力があることがわかり、お母さんだけではなく赤

ちゃんも頑張って産まれてきたことがわかった。こ

れからは、家族に優しく感謝ができるような生き方

をしていきたい。 

3億分の 1の確率で生まれたことは奇跡なので、

「生まれてきてよかった」と思えるように、自分を

大切にしたいと思った。 

 

お父さんとお母さんがつないでくれた命を大切

にして、自分に自信をもって生きていきたいです。 

赤ちゃんが産まれる時は、お母さんだけではな

く、赤ちゃんも頑張っているということが心に残り

ました。これからは、今よりもっと命を大切にして

楽しく生活したいと思った。 

命の誕生は、お母さんと自分が頑張った証である

ことがわかった。自分が生きていることはすごいこ

とだと誇りをもって生活していきたい。 

命は米粒よりももっと小さいものから始まって

いること、そこからあんなに大きくなることがすご

いと思った。だから、自分のことをもっと好きにな

り、命を大切にしていきたいと感じた。 

 

胎児はお腹の中にいるときでも、表情があったり

おしゃぶりをしたりすることや、心臓の音がとても

速いことに驚きました。1 日 1日を無駄にせず、命

の大切さについてよく考えていきたいです。 

赤ちゃんはあんなに小さかったのに、自分で生き

るための機能を発達させているのがすごいと思い

ました。これからは自分をあまり責めすぎず、自分

にもみんなにも優しく接していきたいです。 

とても長い時間をかけて赤ちゃんが産まれてき

たことや、自分はすごい確率で生まれてきたことが

心に残った。これからは相手や自分に優しく、生ま

れてきたことに感謝をしながら生活していきたい。 

・産む前は不安でいっぱいだったけど、無事に生まれてきたときはホッとして涙が出てきました。その時、母親になった実感がわきました。 

・なかなか産まれてこない赤ちゃんだったので、やっと産まれてきてくれた思いと、この先この子の親になるんだと自覚をもちました。 

・五体満足で生まれてきてくれてホッとしました。初めての孫で今後がすごく楽しみでした。 

・あなたが生まれてやっと父親になれた気がします。生まれてきてくれてありがとう。 

・お母さんのお腹の居心地が良かったのか、なかなか出てこなく心配しましたが、産声を聞いた時はとても嬉しかったです。 

・生まれる前から名前を考えてとても楽しみにしていた。元気に生まれてきてくれて良かった。 

・他人の痛みや喜びを理解できる子に育ってほしいと思った。今まで優しい子に育ってくれて嬉しいです。 

・待ちに待った赤ちゃんだったので、とても嬉しく、愛おしかった。“何が何でもこの子を守らなければ”という思いが芽生えた。 

 

 

親へ「産んでくれてありがとう」という思いを忘

れないように生活していきたい。 

生まれてこられて良かったなと思った。 

 支えてくれた人に感謝をして生きていきたい。 

命の誕生は当たり前でなく、健康に生まれている

ことがこんなにも大変なことなのだとわかった。 


